
リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館

気
仙
沼
市
赤
岩
牧
沢
１
３
８‐

５

(気
仙
沼
市
総
合
体
育
館
ケ
ー
・ウ
エ
ー
ブ
そ
ば
)

電
話
=
０
２
２
６‐

２
４‐

１
６
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
=
０
２
２
６‐

２
４‐

１
４
４
８

Ｅ
メ
ー
ル
=ria

s
a
rk

.m
@

n
ifty

.c
o

m

ご
利
用
案
内

ア
ク
セ
ス

ア
ク
セ
ス
マ
ッ
プ

お
問
合
せ
先

常
設
展
見
学
モ
デ
ル
ー
遠
足
や
校
外
学
習
に
も

■
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
コ
ー
ス 

(30
分
〜
１
時
間
)

■
ゆ
っ
た
り
コ
ー
ス 

(目
安
２
〜
３
時
間
)

お
目
当
て
の
常
設
展
の
観
覧 

(学
芸
員
解
説
も
可
)

社
会
科
　
「昔
の
道
具
」・「地
域
の
産
業
や
歴
史
」な
ど

美
術
科
　
「美
術
作
品
鑑
賞
」・「素
材
と
表
現
」な
ど

生
活
・総
合
　
「震
災
か
ら
学
ぶ
」・「減
災
学
習
」な
ど

※

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

を
お
持
ち
の
方
、
及
び
そ
の
介
護
者
１
名
は

常
設
展
無
料
、
企
画
展
半
額
。
身
体
障
害
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方
、
及
び
障
害
の
程
度
が

一
級
ま
た
は
二
級
の
方
の
介
護
者
１
名
は
、

常
設
展
無
料
、
企
画
展
半
額
。

常
設
展
と
企
画
展
を
観
覧
▼
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
や

喫
茶
▼
建
築
の
観
賞
▼
シ
ョ
ッ
プ
で
お
買
い
物

　
企
画
展
鑑
賞
「
〇
〇
展
」
▼
美
術
・
民
俗
常
設
展
観
覧

　
▼
昼
食
(レ
ス
ト
ラ
ン
)▼
震
災
常
設
展
観
覧

館
内
と
館
周
辺
の
散
策
・
展
望
台
で
の
記
念
撮
影
・
建

築
、
屋
外
作
品
観
賞
・中
庭
で
お
弁
当
ラ
ン
チ
な
ど
。

学
校
の
先
生
！
行
事
の
幹
事
さ
ん
！
当
館
学
芸
員
を
講

師
と
す
る
講
座
は
い
か
が
で
す
か
？
ジ
ャ
ン
ル
は
美
術
・
工

作
・
地
域
文
化
・
歴
史
・
民
俗
・
震
災
な
ど
幅
広
く
、
メ
ニ
ュ
ー

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
講
師
料
や
交
通
費
は
無
料
。
内
容

や
時
間
な
ど
は
応
相
談
。
ご
要
望
な
ど
を
お
伺
い
し
ま
す
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
美
術
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
か

ら
「出
前
授
業
に
つ
い
て
」を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

例
￥
０ 

で
楽
し
む
美
術
館 

(入
館
の
み
な
ら
無
料
)

出
前
授
業
の
ご
案
内
ー
講
師
料
は
無
料
で
す

三
陸
自
動
車
道
【
気
仙
沼
中
央
IC
】
か
ら
約
５
㎞
(
仙

台
市
か
ら
約
１
１
５
㎞
／
石
巻
市
か
ら
約
70
㎞
／
陸

前
高
田
市
か
ら
約
25
㎞
)
、
東
北
自
動
車
道
【
一
関
IC
】
か
ら
約

50
㎞
◆
無
料
駐
車
場
あ
り
(普
通
37
台
・大
型
５
台
)

東
北
新
幹
線
【
一
ノ
関
】
ー
(
大
船
渡
線
)
ー

【
気
仙
沼
】
／
東
北
新
幹
線
【
仙
台
】
ー
(
気
仙

沼
線
)
ー
【
気
仙
沼
】 ※

気
仙
沼
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
(
約
15
分

〜
)
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。※

「
タ
ク
シ
ー
割
引
券
」
と
「
常
設

展
観
覧
券
引
換
券
」
の
セ
ッ
ト
ク
ー
ポ
ン
券
が
気
仙
沼
駅
前
観

光
案
内
所
、
気
仙
沼
市
観
光
協
会
(
電
話
:
０
２
２
６‐

２
２‐

４

５
６
０
)
で
販
売
中
。※

現
在
、
気
仙
沼
線
【
前
谷
地-

気
仙

沼
】
、
大
船
渡
線
【
盛–

気
仙
沼
】
間
は
Ｂ
Ｒ
Ｔ
運
行
。
＊
仙
台‐

気
仙
沼
、
一
関‐

気
仙
沼
間
で
高
速
バ
ス
運
行
中
。

お
問

合
せ

先
／

気
仙

沼
・本

吉
地

域
広

域
行

政
事

務
組

合

〒
9

8
8

-0
1
0

4
宮

城
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気
仙

沼
市

赤
岩

五
駄

鱈
４

３
番

地
２
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広報

発行／気仙沼･本吉地域広域行政事務組合
（気仙沼市赤岩五駄鱈 43-2／TEL：0226-22-9111）

けせんぬま・もとよし広域
❷・････開館 30 周年記念展のご報告

❺・・・・・貸ギャラリーのご案内

❻･･･・・リア美のシリーズ展について

❼・・・・・企画展案内／気仙沼市への移管について

❽・・・・・ご利用案内／お問合せ先

開館 30 周年記念展に出品された

ご当地パッケージクラフト※作品が

高橋和真さんから寄贈されました。

たこ天オクトパス君

さんまつくだ煮ザメ

パスタソースのホヤぼーや

ぽてとスティックモアイ

広
報

広
域

リアス･アーク

美術館 

開館時間 9：30～17：00（最終入館は～16：30）

休館日

入館料 無 料

観覧料

※フリーパス

ポートで圏域

内小･中学生、

高校生は無料

■常設展 （団体は２０名以上）

区 分 個 人 団体料金

一 般 700 円 600 円

大学･短大

専門学生
600 円 500 円

高校生 500 円 400 円

小･中学生 350 円 250 円

※常設展は 3 種ご覧になれます。

■企画展＝展覧会ごとに設定

■共催展等＝基本無料

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
開
館
日

カ
レ
ン
ダ
ー
は
こ
ち
ら

空き箱の柄や色を巧みに用いて立体物を

制作する高橋和真考案のペーパークラフト。

「パッケージ単体以外はほぼ使用しない／余さず使う」

などの制約がある。

※パッケージクラフト

毎週月・火曜日／祝日の翌日（土、日・祝日を

除く）／月曜祝日振替休館（当該週の水曜日）

／ＧＷ振替休館（5月後半）／年末年始・メン

テナンス休館（12月末～１月中旬頃）

❽広報「けせんぬま・もとよし広域」2025.6.1



本
号
は
、
「
リ
ア
美
特
集
号
」
の
第
５
弾
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
当
館
の
施
設
概
要
や
見
ど

こ
ろ
、
事
業
内
容
、
ま
た
、
当
館
の
「
教
育
普
及

事
業
」
の
活
動
内
容
や
常
設
展
の
こ
と
、
さ
ら

に
開
館
30
周
年
を
迎
え
る
当
館
の
近
年
の
取

り
組
み
な
ど
を
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
開
館
30
周
年
記
念
事
業
の
ご
報
告

や
貸
ギ
ャ
ラ
リ
ー
事
業
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。
前
号
と
併
せ
て
保
存
版
と
し
て
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

「
リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
開
館
30
周
年
記

念
展
企
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

し
た
展
覧
会
「
デ
ザ
イ
ン
っ
て
な
ん
だ
？
〜
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
と
ひ
と
・
ま
ち
・
く
ら
し
」

が
令
和
６
年
秋
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

展
示
部
門
で
は
、
【
❶
デ
ザ
イ
ン
っ
て
な

に
？
❷
株
式
会
社
横
田
屋
本
店
レ
ト
ロ
ラ
ベ

ル
の
魅
力
❸
地
元
発
信
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ン
大
解
剖
❹
昭
和
レ
ト
ロ
デ
ザ
イ
ン
の
魅
力

❺
高
橋
和
真
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ク
ラ
フ
ト
の
世
界
❻

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
・

入
選
作
品
展
】
と
い
う
６
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
を
設

け
コ
ー
ナ
ー
分
け
し
て
展
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
催
事
と
し
て
【
●
プ
レ
展
「
展
覧
会
ポ

ス
タ
ー
に
見
る
30
年
の
歩
み
」●
資
料
展
「開
館

30
周
年
記
念
展
企
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
活
動

の
記
録
展
」●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
強
く
優
し
く
美

し
い
ま
ち
を
デ
ザ
イ

ン
す
る
〜
過
去
・
現
在
・

未
来
を
つ
な
ぐ
関
係
構
築

の
た
め
に
〜

」
●
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
「
デ
ザ
イ

ン
缶
バ
ッ
ジ
制
作
体

験
●
「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
」●
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
設
置
●
レ
ス
ト
ラ
ン

コ
ラ
ボ
メ
ニ
ュ
ー
提
供
●
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
グ
ッ
ズ
販
売
】
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
展
や
催
事
の
企
画
立
案
は
、
令
和
４
年
度

よ
り
継
続
開
催
し
た
「
開
館
30
周
年
記
念
展
企

画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
よ
る
も
の
。
当
館
の
こ

れ
ま
で
の
活
動
を
ベ
ー
ス
に
考
案
さ
れ
た
本
企

画
に
て
今
後
の
当
館
や
地
域
に
つ
い
て
考
察
す

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

開
館

周
年
記
念
展
の
ご
報
告

30

気仙沼・南三陸地域発信の 20 種類のデザインとデザイナーによる解説パネルが並んだパッケージクラフト作家高橋和真のご当地パッケージ作品が図面付きで登場！

地元発信デザイン解説展示 パッケージクラフト作品展示

昭和レトロ展 

シンポジウム 缶バッジ制作

株式会社横田屋本店の魅力的な旧ラベルの数々

地
元
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
解
説
で
デ
ザ
イ
ン
の
大

切
さ
を
、
高
橋
和
真
さ
ん
の
作
品
か
ら
発
想
力

と
ユ
ー
モ
ア
、
計
画
の
大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。

昭
和
家
電
・
雑
貨
や
当
時
の
資
料
か
ら
デ
ザ
イ
ン

の
魅
力
と
奥
深
さ
を
知
り
ま
し
た
。
展
覧
会
企

画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
活
動
か
ら
人
々
が
協
力
し

て
企
画
を
練
る
大
切
さ
と
、
若
い
人
た
ち
の
計
り

知
れ
な
い
力
を
感
じ
ま
し
た
。

※

お
客
様
か
ら
の
声
よ
り

フォトスポット 

❷❸ 広報「けせんぬま・もとよし広域」2025.6.1広報「けせんぬま・もとよし広域」2023.6.1❸ 広報「けせんぬま・もとよし広域」2025.6.1

(エ
ヌ
・
イ
ー
・ブ
ラ
ッ
ド
21
)

「N.E
.b

lo
o

d
 
2

1

」は
、
東
北･
北
海
道
在
住
の
若
手

作
家
を
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
企
画
展
で
、
２
０
０
２
(
平

成
14
)年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
長
寿
企
画
で
す
。

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
タ
イ
ト
ル
で
す
が
一
見
し
て
も
難

解
な
部
分
が
あ
る
の
で
解
説
し
ま
す
と
、
「N

.E
.

」
は

N
o

rth
E

a
s
te

rn

の
略
で
、
日
本
の
北
東
部
に
位
置
す

る
「
東
北･

北
海
道
地
域
(
=
当
館
の
研
究
対
象
地
域
)
を

指
し
て
い
ま
す
。
「blo

o
d

(
ブ
ラ
ッ
ド
)
」
は
、
直
訳
す
る

と
「
血
」
で
す
が
、
他
に
も
「
血
筋
、
活
力
、
気
質
、
情
熱
」
と

い
っ
た
意
味
が
あ
り
ま
す
。
「2

1

」
は
21
世
紀
の
意
味

で
、
こ
れ
か
ら
の
ア
ー
ト
界
を
背
負
い
、
未
来
を
つ
く
る

若
手
世
代
を
指
し
て
い
ま
す
。

東
北
・
北
海
道
の
地
で
制
作
す
る
こ
と
で
、
作
品
に
立

ち
現
れ
る
気
質
や
原
風
景
の
よ
う
な
も
の
を
追
求
し
、
同

時
に
作
家
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
、
美
術
館
と
作
家

と
の
新
し
い
関
係
性
作
り
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

企
画
を
立
ち
上
げ
て
か
ら
20
年
以
上
。
こ
れ
ま
で
に

87
人
の
作
家
さ
ん
を
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
だ

け
多
く
の
人
数
が
続
く
シ
リ
ー
ズ
企
画
は
全
国
で
も
稀

な
事
例
で
す
。
当
館
で
は
現
在
、
目
前
に
迫
っ
た
１
０
０

人
目
の
展
覧
会
開
催
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
展
示
の
様
子
や
作
家
さ
ん
・
作
品
の
紹

介
、
見
ど
こ
ろ
な
ど
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を
通
じ
て
発
信
し

て
い
ま
す
の
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

今
年
度
も
選
り
す
ぐ
り
の
「
新
進
気
鋭
」
作
家
を
紹
介

し
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
の
民
俗
・
歴
史
分
野
の
企
画

展
覧
会
と
し
て
、
２
０
０
７
(
平
成
19
)
年
よ
り
隔
年
で

開
催
し
て
い
る
シ
リ
ー
ズ
企
画
で
す
。
気
仙
沼
・
南
三
陸

圏
域
の
食
文
化
、
生
活
文
化
を
足
元
か
ら
捉
え
な
お
す

試
み
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
漁
業
や
水
産
物

の
加
工
、
流
通
に
関
す
る
資
料
展
、
昭
和
の
暮
ら
し
写
真

展
、
海
の
暮
ら
し
に
対
す
る
山
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
た
展

覧
会
な
ど
、
８
回
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

次
回
の
開
催
は
令
和
８
年
。
第
９
回
展
で
は
気
仙
沼
の

中
心
地
と
し
て
栄
え
た
市
役
所
周
辺
、
内
湾
付
近
の
歴

史
を
主
題
と
す
る
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

N
.E

.b
lo

o
d

2
1

リアス･アーク美術館外観

リア美の企画は

美術・民俗・震災

など多様です。

N
.E

.b
lo

o
d

2
1
 

「土の戯れ」 浅野友理子／2024 年／パネルに和紙、油彩、水干絵具、岩絵具／1455×1120mm 
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すべて

です。

N
.E

.b
lo

o
d

 2
1

V
o

l.9
0

N
.E

.b
lo

o
d

 2
1

V
o

l.9
1 無料

パンフレットを無料で配布しています

作品を解説する狩野氏

２０２３年開催の

「狩野宏明展」の

紹介動画の一部

食
と
地
域
の
暮
ら
し
展食

と
地
域
の
暮
ら
し
展

令
和
７
年
度

今
後
の
企
画
展
予
定

リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
の
移
管
に
つ
い
て

観
覧

無
料

観
覧

無
料

令
和
８
年
度
か
ら
気
仙
沼
市
へ
移
管

６
月

14
日
㊏
〜

８
月

24
日
㊐

森
島
久
枝
展

浅
野
友
理
子
展

岩
手
県
在
住
で
、
動
物
を
モ
チ
ー
フ
と

し
た
可
愛
ら
し
い
小
型
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
を

制
作
し
て
い
る
作
家
さ
ん
で
す
。
鳥
や
サ

ル
、
う
さ
ぎ
、
カ
メ
レ
オ
ン
な
ど
の
ブ
ロ
ン

ズ
像
約
25
点
を
展
示
し
ま
す
。

当
館
主
催
の
市
民
参
加
型
文
化
祭
。
表

現
活
動
を
行
う
方
々
の
絵
画
・
写
真
・
手

工
芸
等
の
展
示
や
楽
器
演
奏
会
等
を
週

替
わ
り
で
紹
介
し
ま
す
。

リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
の
管
理
運
営
は
、
気

仙
沼
市
と
南
三
陸
町
の
一
市
一
町
(
圏
域※

)
で

構
成
す
る
気
仙
沼･

本
吉
地
域
広
域
行
政
事
務
組

合
が
担
っ
て
い
ま
す
が
、
次
年
度
か
ら
の
気
仙
沼

市
へ
の
移
管
に
向
け
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

※

開
館
の
平
成
６
年
当
時
、
圏
域
は
気
仙
沼
市
、
志
津
川
町
、

津
山
町
、
本
吉
町
、
唐
桑
町
、
歌
津
町
の
一
市
五
町
で
構
成
。

当
時
設
立
し
た
基
金
残

高
の
減
少
と
各
市
町
の
出

資
金
を
財
源
と
す
る
次
期

活
動
計
画
の
策
定
が
困
難

な
こ
と
か
ら
、
現
行
の
活

動
計
画
が
終
了
と
な
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
の
移
管
と
な

り
ま
す
。

円
滑
な
移
管
に
向
け
、

昨
年
度
か
ら
「
リ
ア
ス･

ア

ー
ク
美
術
館
移
管
準
備
担

当
者
検
討
委
員
会
」
を
設

け
、
さ
ら
に
、
規
約
や
条
例

の
制
定
や
改
廃
、
組
織
機

構
・
運
営
体
制
な
ど
の
確

認
や
課
題
を
解
決
す
る
複

数
の
部
会
に
よ
り
、
各
種

の
対
応
方
針
・
方
策
等
の

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
年
度
内
に
移
管
の
準

備
が
整
い
、
令
和
８
年
４

月
か
ら
気
仙
沼
市
に
よ
る

管
理
運
営
が
ス
タ
ー
ト
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

気
仙
沼
市
・
南
三
陸
町
の
小
学
生
を
対

象
と
し
た
絵
画
公
募
展
。
夏
休
み
明
け
に

学
校
を
通
じ
て
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

多
賀
城
市
在
住
で
、
訪
れ
た
土
地
の
植

物
や
人
々
の
暮
ら
し
を
題
材
に
描
く
作
家

さ
ん
で
す
。
本
展
で
は
気
仙
沼
を
描
い
た

新
作
を
含
む
絵
画
25
点
を
紹
介
し
ま
す
。

(塩
竈
市
在
住
・絵
画
)

(秋
田
県
在
住
・絵
画
)

＊
他
に
も
共
催
展
が
多
数
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

９
月

25
日
㊍
〜

11
月

３
日
㊊
㈷

11
月
15
日
㊏
〜
12
月
27
日
㊏

新
！
方
舟
祭
２
０
２
５

リ
ア
ス
・ジ
ュ
ニ
ア
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
展

令
和
８
年

２
月

７
日
㊏
〜
３
月

22
日
㊐

釣
舟
富
紀
子

展

永
沢
碧
衣
展

「ツキノワグマ」  森島久枝／2022 年

Ｈ70×Ｗ50×Ｄ50ｍm／ブロンズ、金箔

作品の解説のほか、

来場者へ向けたひと

言や会場の様子など

様々な情報を併せて

紹介している。
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本
号
は
、
「
リ
ア
美
特
集
号
」
の
第
５
弾
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
当
館
の
施
設
概
要
や
見
ど

こ
ろ
、
事
業
内
容
、
ま
た
、
当
館
の
「
教
育
普
及

事
業
」
の
活
動
内
容
や
常
設
展
の
こ
と
、
さ
ら

に
開
館
30
周
年
を
迎
え
る
当
館
の
近
年
の
取

り
組
み
な
ど
を
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
開
館
30
周
年
記
念
事
業
の
ご
報
告

や
貸
ギ
ャ
ラ
リ
ー
事
業
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。
前
号
と
併
せ
て
保
存
版
と
し
て
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

「
リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
開
館
30
周
年
記

念
展
企
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

し
た
展
覧
会
「
デ
ザ
イ
ン
っ
て
な
ん
だ
？
〜
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
と
ひ
と
・
ま
ち
・
く
ら
し
」

が
令
和
６
年
秋
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

展
示
部
門
で
は
、
【
❶
デ
ザ
イ
ン
っ
て
な

に
？
❷
株
式
会
社
横
田
屋
本
店
レ
ト
ロ
ラ
ベ

ル
の
魅
力
❸
地
元
発
信
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ン
大
解
剖
❹
昭
和
レ
ト
ロ
デ
ザ
イ
ン
の
魅
力

❺
高
橋
和
真
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ク
ラ
フ
ト
の
世
界
❻

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
・

入
選
作
品
展
】
と
い
う
６
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
を
設

け
コ
ー
ナ
ー
分
け
し
て
展
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
催
事
と
し
て
【
●
プ
レ
展
「
展
覧
会
ポ

ス
タ
ー
に
見
る
30
年
の
歩
み
」●
資
料
展
「開
館

30
周
年
記
念
展
企
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
活
動

の
記
録
展
」●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
強
く
優
し
く
美

し
い
ま
ち
を
デ
ザ
イ

ン
す
る
〜
過
去
・
現
在
・

未
来
を
つ
な
ぐ
関
係
構
築

の
た
め
に
〜

」
●
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
「
デ
ザ
イ

ン
缶
バ
ッ
ジ
制
作
体

験
●
「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
」●
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
設
置
●
レ
ス
ト
ラ
ン

コ
ラ
ボ
メ
ニ
ュ
ー
提
供
●
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
グ
ッ
ズ
販
売
】
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
展
や
催
事
の
企
画
立
案
は
、
令
和
４
年
度

よ
り
継
続
開
催
し
た
「
開
館
30
周
年
記
念
展
企

画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
よ
る
も
の
。
当
館
の
こ

れ
ま
で
の
活
動
を
ベ
ー
ス
に
考
案
さ
れ
た
本
企

画
に
て
今
後
の
当
館
や
地
域
に
つ
い
て
考
察
す

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

開
館

周
年
記
念
展
の
ご
報
告

30

気仙沼・南三陸地域発信の 20 種類のデザインとデザイナーによる解説パネルが並んだパッケージクラフト作家高橋和真のご当地パッケージ作品が図面付きで登場！

地元発信デザイン解説展示 パッケージクラフト作品展示

昭和レトロ展 

シンポジウム 缶バッジ制作

株式会社横田屋本店の魅力的な旧ラベルの数々

地
元
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
解
説
で
デ
ザ
イ
ン
の
大

切
さ
を
、
高
橋
和
真
さ
ん
の
作
品
か
ら
発
想
力

と
ユ
ー
モ
ア
、
計
画
の
大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。

昭
和
家
電
・
雑
貨
や
当
時
の
資
料
か
ら
デ
ザ
イ
ン

の
魅
力
と
奥
深
さ
を
知
り
ま
し
た
。
展
覧
会
企

画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
活
動
か
ら
人
々
が
協
力
し

て
企
画
を
練
る
大
切
さ
と
、
若
い
人
た
ち
の
計
り

知
れ
な
い
力
を
感
じ
ま
し
た
。

※

お
客
様
か
ら
の
声
よ
り

フォトスポット 
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デ
ザ
イ
ン
を
テ
ー
マ
に
人
・ま
ち
・暮
ら
し
を
考
察
。

「
今
後
も
地
域
に
デ
ザ
イ
ン
や
ア
ー
ト
的
思
考
は
不
可
欠
で
す
ね
」

レストランとのコラボメニュー「大人

のお子様ランチ」ほか数種を提供

プレ展「ポスター展」の展示作業
レストランの卓上メニュー表 制作作業

コンテスト入賞作品がミュージ

アムグッズのデザインとなった

催事の内容を決定する会議

展覧会の企画案

を練るメンバー

入賞作品の3点。

好評のレトロシール

数
多
く
の
実
物
資
料
・

写
真
・作
品
・解
説
パ

ネ
ル
等
が
並
ん
だ
。

プ
レ
展
／
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
／
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
活
動
報
告
展
／

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
グ
ッ
ズ
製
作
・
販
売
／
缶
バ
ッ
ジ
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

／
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
設
置
／
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
が
催
さ
れ
た
。

高
校
生
を
主
体
と
す
る
12
名
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
な
る
本
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
、
令
和
４
年
か
ら
会
期
中
ま
で
活
動
し
た
。
企
画
・催
事

の
構
想
・
立
案
や
各
種
デ
ザ
イ
ン
・
イ
ラ
ス
ト
の
制
作
、
展
示
作
業
、

バ
ッ
ジ
制
作
対
応
な
ど
を
メ
ン
バ
ー
と
学
芸
員
が
共
同
で
行
っ
た
。

豊
富
な
展
示
品

盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
事

展
覧
会
企
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
活
動

❶まずはご相談ください!

コモンホール・エントランスホールを

展示スペースとして貸し出します。

普段制作している絵画や写真、

手芸などの作品やコレクションを

発表してみてはいかが？

過去の展示例

子ども絵画展

猫写真展 

山野草展

トランペットコンサート

絵本原画展

❷使用概要説明と

展示内容の決定

❸事務手続き

❹搬入・展示作業

❺展示（会期中）

受付・作品等管理

え
っ
ほ
！

え
っ
ほ
！

❻撤収・搬出作業で

完了!

貸ギャラリーの手順

え
っ
ほ
！

え
っ
ほ
！

の
ご
案
内

一
日
あ
た
り
千
円
〜
と
、
画

廊
等
に
比
べ
る
と
格
安
！

学
芸
員
が
展
示
作
業
を
お

手
伝
い
し
ま
す
！

お
気
軽
に
ご
相
談
・
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

他
に
も
講
演
会
や
コ
ン

サ
ー
ト
、
イ
ベ
ン
ト
会

場
と
し
て
、
午
前
・
午
後

と
分
け
て
使
用
で
き
る

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ

リ
ー
も
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

美
術
館
で
の
本
格
的
な
展
示
は
い
か
が
？

ショッピングバッグ、

トートバッグ、マグカ

ップ、クリアファイル

のデザインとなった。

展
示
に
必
要
な
道
具

や
器
材
、
展
示
台
や
ワ
イ

ヤ
ー
、
吊
り
下
げ
金
具
な

ど
の
什
器
、
ま
た
、
脚
立

や
台
車
な
ど
も
お
使
い
い

た
だ
け
ま
す
。

貸
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
つ
い

て
ま
と
め
た
手
引
き
が
あ

り
ま
す
。
当
館
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
「
貸
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

を
ご
覧
に
な
る
か
、
詳
細

に
つ
い
て
は

当
館
ま
で
お

問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

各デザイナーによる

デザイン解説パネル
昭和レトロ

家電・雑貨・写真
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デ
ザ
イ
ン
を
テ
ー
マ
に
人
・ま
ち
・暮
ら
し
を
考
察
。

「
今
後
も
地
域
に
デ
ザ
イ
ン
や
ア
ー
ト
的
思
考
は
不
可
欠
で
す
ね
」

レストランとのコラボメニュー「大人

のお子様ランチ」ほか数種を提供

プレ展「ポスター展」の展示作業
レストランの卓上メニュー表 制作作業

コンテスト入賞作品がミュージ

アムグッズのデザインとなった

催事の内容を決定する会議

展覧会の企画案

を練るメンバー

入賞作品の3点。

好評のレトロシール

数
多
く
の
実
物
資
料
・

写
真
・作
品
・解
説
パ

ネ
ル
等
が
並
ん
だ
。

プ
レ
展
／
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
／
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
活
動
報
告
展
／

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
グ
ッ
ズ
製
作
・
販
売
／
缶
バ
ッ
ジ
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

／
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
設
置
／
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
が
催
さ
れ
た
。

高
校
生
を
主
体
と
す
る
12
名
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
な
る
本
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
、
令
和
４
年
か
ら
会
期
中
ま
で
活
動
し
た
。
企
画
・催
事

の
構
想
・
立
案
や
各
種
デ
ザ
イ
ン
・
イ
ラ
ス
ト
の
制
作
、
展
示
作
業
、

バ
ッ
ジ
制
作
対
応
な
ど
を
メ
ン
バ
ー
と
学
芸
員
が
共
同
で
行
っ
た
。

豊
富
な
展
示
品

盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
事

展
覧
会
企
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
活
動

❶まずはご相談ください!

コモンホール・エントランスホールを

展示スペースとして貸し出します。

普段制作している絵画や写真、

手芸などの作品やコレクションを

発表してみてはいかが？

過去の展示例

子ども絵画展

猫写真展 

山野草展

トランペットコンサート

絵本原画展

❷使用概要説明と

展示内容の決定

❸事務手続き

❹搬入・展示作業

❺展示（会期中）

受付・作品等管理

え
っ
ほ
！

え
っ
ほ
！

❻撤収・搬出作業で

完了!

貸ギャラリーの手順

え
っ
ほ
！

え
っ
ほ
！

の
ご
案
内

一
日
あ
た
り
千
円
〜
と
、
画

廊
等
に
比
べ
る
と
格
安
！

学
芸
員
が
展
示
作
業
を
お

手
伝
い
し
ま
す
！

お
気
軽
に
ご
相
談
・
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

他
に
も
講
演
会
や
コ
ン

サ
ー
ト
、
イ
ベ
ン
ト
会

場
と
し
て
、
午
前
・
午
後

と
分
け
て
使
用
で
き
る

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ

リ
ー
も
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

美
術
館
で
の
本
格
的
な
展
示
は
い
か
が
？

ショッピングバッグ、

トートバッグ、マグカ

ップ、クリアファイル

のデザインとなった。

展
示
に
必
要
な
道
具

や
器
材
、
展
示
台
や
ワ
イ

ヤ
ー
、
吊
り
下
げ
金
具
な

ど
の
什
器
、
ま
た
、
脚
立

や
台
車
な
ど
も
お
使
い
い

た
だ
け
ま
す
。

貸
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
つ
い

て
ま
と
め
た
手
引
き
が
あ

り
ま
す
。
当
館
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
「
貸
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

を
ご
覧
に
な
る
か
、
詳
細

に
つ
い
て
は

当
館
ま
で
お

問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

各デザイナーによる

デザイン解説パネル
昭和レトロ

家電・雑貨・写真
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本
号
は
、
「
リ
ア
美
特
集
号
」
の
第
５
弾
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
当
館
の
施
設
概
要
や
見
ど

こ
ろ
、
事
業
内
容
、
ま
た
、
当
館
の
「
教
育
普
及

事
業
」
の
活
動
内
容
や
常
設
展
の
こ
と
、
さ
ら

に
開
館
30
周
年
を
迎
え
る
当
館
の
近
年
の
取

り
組
み
な
ど
を
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
開
館
30
周
年
記
念
事
業
の
ご
報
告

や
貸
ギ
ャ
ラ
リ
ー
事
業
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。
前
号
と
併
せ
て
保
存
版
と
し
て
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

「
リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
開
館
30
周
年
記

念
展
企
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

し
た
展
覧
会
「
デ
ザ
イ
ン
っ
て
な
ん
だ
？
〜
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
と
ひ
と
・
ま
ち
・
く
ら
し
」

が
令
和
６
年
秋
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

展
示
部
門
で
は
、
【
❶
デ
ザ
イ
ン
っ
て
な

に
？
❷
株
式
会
社
横
田
屋
本
店
レ
ト
ロ
ラ
ベ

ル
の
魅
力
❸
地
元
発
信
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ン
大
解
剖
❹
昭
和
レ
ト
ロ
デ
ザ
イ
ン
の
魅
力

❺
高
橋
和
真
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ク
ラ
フ
ト
の
世
界
❻

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
・

入
選
作
品
展
】
と
い
う
６
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
を
設

け
コ
ー
ナ
ー
分
け
し
て
展
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
催
事
と
し
て
【
●
プ
レ
展
「
展
覧
会
ポ

ス
タ
ー
に
見
る
30
年
の
歩
み
」●
資
料
展
「開
館

30
周
年
記
念
展
企
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
活
動

の
記
録
展
」●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
強
く
優
し
く
美

し
い
ま
ち
を
デ
ザ
イ

ン
す
る
〜
過
去
・
現
在
・

未
来
を
つ
な
ぐ
関
係
構
築

の
た
め
に
〜

」
●
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
「
デ
ザ
イ

ン
缶
バ
ッ
ジ
制
作
体

験
●
「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
」●
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
設
置
●
レ
ス
ト
ラ
ン

コ
ラ
ボ
メ
ニ
ュ
ー
提
供
●
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
グ
ッ
ズ
販
売
】
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
展
や
催
事
の
企
画
立
案
は
、
令
和
４
年
度

よ
り
継
続
開
催
し
た
「
開
館
30
周
年
記
念
展
企

画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
よ
る
も
の
。
当
館
の
こ

れ
ま
で
の
活
動
を
ベ
ー
ス
に
考
案
さ
れ
た
本
企

画
に
て
今
後
の
当
館
や
地
域
に
つ
い
て
考
察
す

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

開
館

周
年
記
念
展
の
ご
報
告

30

気仙沼・南三陸地域発信の 20 種類のデザインとデザイナーによる解説パネルが並んだパッケージクラフト作家高橋和真のご当地パッケージ作品が図面付きで登場！

地元発信デザイン解説展示 パッケージクラフト作品展示

昭和レトロ展 

シンポジウム 缶バッジ制作

株式会社横田屋本店の魅力的な旧ラベルの数々

地
元
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
解
説
で
デ
ザ
イ
ン
の
大

切
さ
を
、
高
橋
和
真
さ
ん
の
作
品
か
ら
発
想
力

と
ユ
ー
モ
ア
、
計
画
の
大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。

昭
和
家
電
・
雑
貨
や
当
時
の
資
料
か
ら
デ
ザ
イ
ン

の
魅
力
と
奥
深
さ
を
知
り
ま
し
た
。
展
覧
会
企

画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
活
動
か
ら
人
々
が
協
力
し

て
企
画
を
練
る
大
切
さ
と
、
若
い
人
た
ち
の
計
り

知
れ
な
い
力
を
感
じ
ま
し
た
。

※

お
客
様
か
ら
の
声
よ
り

フォトスポット 
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ラ
ッ
ド
21
)

「N.E
.b

lo
o

d
 
2

1

」は
、
東
北･
北
海
道
在
住
の
若
手

作
家
を
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
企
画
展
で
、
２
０
０
２
(
平

成
14
)年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
長
寿
企
画
で
す
。

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
タ
イ
ト
ル
で
す
が
一
見
し
て
も
難

解
な
部
分
が
あ
る
の
で
解
説
し
ま
す
と
、
「N

.E
.

」
は

N
o

rth
E

a
s
te

rn

の
略
で
、
日
本
の
北
東
部
に
位
置
す

る
「
東
北･

北
海
道
地
域
(
=
当
館
の
研
究
対
象
地
域
)
を

指
し
て
い
ま
す
。
「blo

o
d

(
ブ
ラ
ッ
ド
)
」
は
、
直
訳
す
る

と
「
血
」
で
す
が
、
他
に
も
「
血
筋
、
活
力
、
気
質
、
情
熱
」
と

い
っ
た
意
味
が
あ
り
ま
す
。
「2

1

」
は
21
世
紀
の
意
味

で
、
こ
れ
か
ら
の
ア
ー
ト
界
を
背
負
い
、
未
来
を
つ
く
る

若
手
世
代
を
指
し
て
い
ま
す
。

東
北
・
北
海
道
の
地
で
制
作
す
る
こ
と
で
、
作
品
に
立

ち
現
れ
る
気
質
や
原
風
景
の
よ
う
な
も
の
を
追
求
し
、
同

時
に
作
家
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
、
美
術
館
と
作
家

と
の
新
し
い
関
係
性
作
り
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

企
画
を
立
ち
上
げ
て
か
ら
20
年
以
上
。
こ
れ
ま
で
に

87
人
の
作
家
さ
ん
を
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
だ

け
多
く
の
人
数
が
続
く
シ
リ
ー
ズ
企
画
は
全
国
で
も
稀

な
事
例
で
す
。
当
館
で
は
現
在
、
目
前
に
迫
っ
た
１
０
０

人
目
の
展
覧
会
開
催
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
展
示
の
様
子
や
作
家
さ
ん
・
作
品
の
紹

介
、
見
ど
こ
ろ
な
ど
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を
通
じ
て
発
信
し

て
い
ま
す
の
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

今
年
度
も
選
り
す
ぐ
り
の
「
新
進
気
鋭
」
作
家
を
紹
介

し
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
の
民
俗
・
歴
史
分
野
の
企
画

展
覧
会
と
し
て
、
２
０
０
７
(
平
成
19
)
年
よ
り
隔
年
で

開
催
し
て
い
る
シ
リ
ー
ズ
企
画
で
す
。
気
仙
沼
・
南
三
陸

圏
域
の
食
文
化
、
生
活
文
化
を
足
元
か
ら
捉
え
な
お
す

試
み
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
漁
業
や
水
産
物

の
加
工
、
流
通
に
関
す
る
資
料
展
、
昭
和
の
暮
ら
し
写
真

展
、
海
の
暮
ら
し
に
対
す
る
山
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
た
展

覧
会
な
ど
、
８
回
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

次
回
の
開
催
は
令
和
８
年
。
第
９
回
展
で
は
気
仙
沼
の

中
心
地
と
し
て
栄
え
た
市
役
所
周
辺
、
内
湾
付
近
の
歴

史
を
主
題
と
す
る
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

N
.E

.b
lo

o
d

2
1

リアス･アーク美術館外観

リア美の企画は

美術・民俗・震災

など多様です。

N
.E

.b
lo

o
d

2
1
 

「土の戯れ」 浅野友理子／2024 年／パネルに和紙、油彩、水干絵具、岩絵具／1455×1120mm 
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すべて

です。

N
.E

.b
lo

o
d

 2
1

V
o

l.9
0

N
.E

.b
lo

o
d

 2
1

V
o

l.9
1 無料

パンフレットを無料で配布しています

作品を解説する狩野氏

２０２３年開催の

「狩野宏明展」の

紹介動画の一部

食
と
地
域
の
暮
ら
し
展食

と
地
域
の
暮
ら
し
展

令
和
７
年
度

今
後
の
企
画
展
予
定

リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
の
移
管
に
つ
い
て

観
覧

無
料

観
覧

無
料

令
和
８
年
度
か
ら
気
仙
沼
市
へ
移
管

６
月

14
日
㊏
〜

８
月

24
日
㊐

森
島
久
枝
展

浅
野
友
理
子
展

岩
手
県
在
住
で
、
動
物
を
モ
チ
ー
フ
と

し
た
可
愛
ら
し
い
小
型
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
を

制
作
し
て
い
る
作
家
さ
ん
で
す
。
鳥
や
サ

ル
、
う
さ
ぎ
、
カ
メ
レ
オ
ン
な
ど
の
ブ
ロ
ン

ズ
像
約
25
点
を
展
示
し
ま
す
。

当
館
主
催
の
市
民
参
加
型
文
化
祭
。
表

現
活
動
を
行
う
方
々
の
絵
画
・
写
真
・
手

工
芸
等
の
展
示
や
楽
器
演
奏
会
等
を
週

替
わ
り
で
紹
介
し
ま
す
。

リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
の
管
理
運
営
は
、
気

仙
沼
市
と
南
三
陸
町
の
一
市
一
町
(
圏
域※

)
で

構
成
す
る
気
仙
沼･

本
吉
地
域
広
域
行
政
事
務
組

合
が
担
っ
て
い
ま
す
が
、
次
年
度
か
ら
の
気
仙
沼

市
へ
の
移
管
に
向
け
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

※

開
館
の
平
成
６
年
当
時
、
圏
域
は
気
仙
沼
市
、
志
津
川
町
、

津
山
町
、
本
吉
町
、
唐
桑
町
、
歌
津
町
の
一
市
五
町
で
構
成
。

当
時
設
立
し
た
基
金
残

高
の
減
少
と
各
市
町
の
出

資
金
を
財
源
と
す
る
次
期

活
動
計
画
の
策
定
が
困
難

な
こ
と
か
ら
、
現
行
の
活

動
計
画
が
終
了
と
な
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
の
移
管
と
な

り
ま
す
。

円
滑
な
移
管
に
向
け
、

昨
年
度
か
ら
「
リ
ア
ス･

ア

ー
ク
美
術
館
移
管
準
備
担

当
者
検
討
委
員
会
」
を
設

け
、
さ
ら
に
、
規
約
や
条
例

の
制
定
や
改
廃
、
組
織
機

構
・
運
営
体
制
な
ど
の
確

認
や
課
題
を
解
決
す
る
複

数
の
部
会
に
よ
り
、
各
種

の
対
応
方
針
・
方
策
等
の

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
年
度
内
に
移
管
の
準

備
が
整
い
、
令
和
８
年
４

月
か
ら
気
仙
沼
市
に
よ
る

管
理
運
営
が
ス
タ
ー
ト
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

気
仙
沼
市
・
南
三
陸
町
の
小
学
生
を
対

象
と
し
た
絵
画
公
募
展
。
夏
休
み
明
け
に

学
校
を
通
じ
て
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

多
賀
城
市
在
住
で
、
訪
れ
た
土
地
の
植

物
や
人
々
の
暮
ら
し
を
題
材
に
描
く
作
家

さ
ん
で
す
。
本
展
で
は
気
仙
沼
を
描
い
た

新
作
を
含
む
絵
画
25
点
を
紹
介
し
ま
す
。

(塩
竈
市
在
住
・絵
画
)

(秋
田
県
在
住
・絵
画
)

＊
他
に
も
共
催
展
が
多
数
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

９
月

25
日
㊍
〜

11
月

３
日
㊊
㈷

11
月
15
日
㊏
〜
12
月
27
日
㊏

新
！
方
舟
祭
２
０
２
５

リ
ア
ス
・ジ
ュ
ニ
ア
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
展

令
和
８
年

２
月

７
日
㊏
〜
３
月

22
日
㊐

釣
舟
富
紀
子

展

永
沢
碧
衣
展

「ツキノワグマ」  森島久枝／2022 年

Ｈ70×Ｗ50×Ｄ50ｍm／ブロンズ、金箔

作品の解説のほか、

来場者へ向けたひと

言や会場の様子など

様々な情報を併せて

紹介している。
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「N.E
.b

lo
o

d
 
2

1

」は
、
東
北･

北
海
道
在
住
の
若
手

作
家
を
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
企
画
展
で
、
２
０
０
２
(
平

成
14
)年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
長
寿
企
画
で
す
。

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
タ
イ
ト
ル
で
す
が
一
見
し
て
も
難

解
な
部
分
が
あ
る
の
で
解
説
し
ま
す
と
、
「N

.E
.

」
は

N
o

rth
E

a
s
te

rn

の
略
で
、
日
本
の
北
東
部
に
位
置
す

る
「
東
北･

北
海
道
地
域
(
=
当
館
の
研
究
対
象
地
域
)
を

指
し
て
い
ま
す
。
「blo

o
d

(
ブ
ラ
ッ
ド
)
」
は
、
直
訳
す
る

と
「
血
」
で
す
が
、
他
に
も
「
血
筋
、
活
力
、
気
質
、
情
熱
」
と

い
っ
た
意
味
が
あ
り
ま
す
。
「2

1

」
は
21
世
紀
の
意
味

で
、
こ
れ
か
ら
の
ア
ー
ト
界
を
背
負
い
、
未
来
を
つ
く
る

若
手
世
代
を
指
し
て
い
ま
す
。

東
北
・
北
海
道
の
地
で
制
作
す
る
こ
と
で
、
作
品
に
立

ち
現
れ
る
気
質
や
原
風
景
の
よ
う
な
も
の
を
追
求
し
、
同

時
に
作
家
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
、
美
術
館
と
作
家

と
の
新
し
い
関
係
性
作
り
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

企
画
を
立
ち
上
げ
て
か
ら
20
年
以
上
。
こ
れ
ま
で
に

87
人
の
作
家
さ
ん
を
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
だ

け
多
く
の
人
数
が
続
く
シ
リ
ー
ズ
企
画
は
全
国
で
も
稀

な
事
例
で
す
。
当
館
で
は
現
在
、
目
前
に
迫
っ
た
１
０
０

人
目
の
展
覧
会
開
催
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
展
示
の
様
子
や
作
家
さ
ん
・
作
品
の
紹

介
、
見
ど
こ
ろ
な
ど
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を
通
じ
て
発
信
し

て
い
ま
す
の
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

今
年
度
も
選
り
す
ぐ
り
の
「
新
進
気
鋭
」
作
家
を
紹
介

し
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
の
民
俗
・
歴
史
分
野
の
企
画

展
覧
会
と
し
て
、
２
０
０
７
(
平
成
19
)
年
よ
り
隔
年
で

開
催
し
て
い
る
シ
リ
ー
ズ
企
画
で
す
。
気
仙
沼
・
南
三
陸

圏
域
の
食
文
化
、
生
活
文
化
を
足
元
か
ら
捉
え
な
お
す

試
み
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
漁
業
や
水
産
物

の
加
工
、
流
通
に
関
す
る
資
料
展
、
昭
和
の
暮
ら
し
写
真

展
、
海
の
暮
ら
し
に
対
す
る
山
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
た
展

覧
会
な
ど
、
８
回
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

次
回
の
開
催
は
令
和
８
年
。
第
９
回
展
で
は
気
仙
沼
の

中
心
地
と
し
て
栄
え
た
市
役
所
周
辺
、
内
湾
付
近
の
歴

史
を
主
題
と
す
る
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

N
.E

.b
lo

o
d

2
1

リアス･アーク美術館外観

リア美の企画は

美術・民俗・震災

など多様です。

N
.E

.b
lo

o
d

2
1
 

「土の戯れ」 浅野友理子／2024 年／パネルに和紙、油彩、水干絵具、岩絵具／1455×1120mm 
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すべて

です。

N
.E

.b
lo

o
d

 2
1

V
o

l.9
0

N
.E

.b
lo

o
d

 2
1

V
o

l.9
1 無料

パンフレットを無料で配布しています

作品を解説する狩野氏

２０２３年開催の

「狩野宏明展」の

紹介動画の一部

食
と
地
域
の
暮
ら
し
展食

と
地
域
の
暮
ら
し
展

令
和
７
年
度

今
後
の
企
画
展
予
定

リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
の
移
管
に
つ
い
て

観
覧

無
料

観
覧

無
料

令
和
８
年
度
か
ら
気
仙
沼
市
へ
移
管

６
月

14
日
㊏
〜

８
月

24
日
㊐

森
島
久
枝
展

浅
野
友
理
子
展

岩
手
県
在
住
で
、
動
物
を
モ
チ
ー
フ
と

し
た
可
愛
ら
し
い
小
型
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
を

制
作
し
て
い
る
作
家
さ
ん
で
す
。
鳥
や
サ

ル
、
う
さ
ぎ
、
カ
メ
レ
オ
ン
な
ど
の
ブ
ロ
ン

ズ
像
約
25
点
を
展
示
し
ま
す
。

当
館
主
催
の
市
民
参
加
型
文
化
祭
。
表

現
活
動
を
行
う
方
々
の
絵
画
・
写
真
・
手

工
芸
等
の
展
示
や
楽
器
演
奏
会
等
を
週

替
わ
り
で
紹
介
し
ま
す
。

リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
の
管
理
運
営
は
、
気

仙
沼
市
と
南
三
陸
町
の
一
市
一
町
(
圏
域※

)
で

構
成
す
る
気
仙
沼･

本
吉
地
域
広
域
行
政
事
務
組

合
が
担
っ
て
い
ま
す
が
、
次
年
度
か
ら
の
気
仙
沼

市
へ
の
移
管
に
向
け
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

※

開
館
の
平
成
６
年
当
時
、
圏
域
は
気
仙
沼
市
、
志
津
川
町
、

津
山
町
、
本
吉
町
、
唐
桑
町
、
歌
津
町
の
一
市
五
町
で
構
成
。

当
時
設
立
し
た
基
金
残

高
の
減
少
と
各
市
町
の
出

資
金
を
財
源
と
す
る
次
期

活
動
計
画
の
策
定
が
困
難

な
こ
と
か
ら
、
現
行
の
活

動
計
画
が
終
了
と
な
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
の
移
管
と
な

り
ま
す
。

円
滑
な
移
管
に
向
け
、

昨
年
度
か
ら
「
リ
ア
ス･

ア

ー
ク
美
術
館
移
管
準
備
担

当
者
検
討
委
員
会
」
を
設

け
、
さ
ら
に
、
規
約
や
条
例

の
制
定
や
改
廃
、
組
織
機

構
・
運
営
体
制
な
ど
の
確

認
や
課
題
を
解
決
す
る
複

数
の
部
会
に
よ
り
、
各
種

の
対
応
方
針
・
方
策
等
の

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
年
度
内
に
移
管
の
準

備
が
整
い
、
令
和
８
年
４

月
か
ら
気
仙
沼
市
に
よ
る

管
理
運
営
が
ス
タ
ー
ト
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

気
仙
沼
市
・
南
三
陸
町
の
小
学
生
を
対

象
と
し
た
絵
画
公
募
展
。
夏
休
み
明
け
に

学
校
を
通
じ
て
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

多
賀
城
市
在
住
で
、
訪
れ
た
土
地
の
植

物
や
人
々
の
暮
ら
し
を
題
材
に
描
く
作
家

さ
ん
で
す
。
本
展
で
は
気
仙
沼
を
描
い
た

新
作
を
含
む
絵
画
25
点
を
紹
介
し
ま
す
。

(塩
竈
市
在
住
・絵
画
)

(秋
田
県
在
住
・絵
画
)

＊
他
に
も
共
催
展
が
多
数
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

９
月

25
日
㊍
〜

11
月

３
日
㊊
㈷

11
月
15
日
㊏
〜
12
月
27
日
㊏

新
！
方
舟
祭
２
０
２
５

リ
ア
ス
・ジ
ュ
ニ
ア
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
展

令
和
８
年

２
月

７
日
㊏
〜
３
月

22
日
㊐

釣
舟
富
紀
子

展

永
沢
碧
衣
展

「ツキノワグマ」  森島久枝／2022 年

Ｈ70×Ｗ50×Ｄ50ｍm／ブロンズ、金箔

作品の解説のほか、

来場者へ向けたひと

言や会場の様子など

様々な情報を併せて

紹介している。
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リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館

気
仙
沼
市
赤
岩
牧
沢
１
３
８‐

５

(気
仙
沼
市
総
合
体
育
館
ケ
ー
・ウ
エ
ー
ブ
そ
ば
)

電
話
=
０
２
２
６‐

２
４‐

１
６
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
=
０
２
２
６‐

２
４‐

１
４
４
８

Ｅ
メ
ー
ル
=ria

s
a
rk

.m
@

n
ifty

.c
o

m

ご
利
用
案
内

ア
ク
セ
ス

ア
ク
セ
ス
マ
ッ
プ

お
問
合
せ
先

常
設
展
見
学
モ
デ
ル
ー
遠
足
や
校
外
学
習
に
も

■
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
コ
ー
ス 

(30
分
〜
１
時
間
)

■
ゆ
っ
た
り
コ
ー
ス 

(目
安
２
〜
３
時
間
)

お
目
当
て
の
常
設
展
の
観
覧 

(学
芸
員
解
説
も
可
)

社
会
科
　
「昔
の
道
具
」・「地
域
の
産
業
や
歴
史
」な
ど

美
術
科
　
「美
術
作
品
鑑
賞
」・「素
材
と
表
現
」な
ど

生
活
・総
合
　
「震
災
か
ら
学
ぶ
」・「減
災
学
習
」な
ど

※
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

を
お
持
ち
の
方
、
及
び
そ
の
介
護
者
１
名
は

常
設
展
無
料
、
企
画
展
半
額
。
身
体
障
害
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方
、
及
び
障
害
の
程
度
が

一
級
ま
た
は
二
級
の
方
の
介
護
者
１
名
は
、

常
設
展
無
料
、
企
画
展
半
額
。

常
設
展
と
企
画
展
を
観
覧
▼
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
や

喫
茶
▼
建
築
の
観
賞
▼
シ
ョ
ッ
プ
で
お
買
い
物

　
企
画
展
鑑
賞
「
〇
〇
展
」
▼
美
術
・
民
俗
常
設
展
観
覧

　
▼
昼
食
(レ
ス
ト
ラ
ン
)▼
震
災
常
設
展
観
覧

館
内
と
館
周
辺
の
散
策
・
展
望
台
で
の
記
念
撮
影
・
建

築
、
屋
外
作
品
観
賞
・中
庭
で
お
弁
当
ラ
ン
チ
な
ど
。

学
校
の
先
生
！
行
事
の
幹
事
さ
ん
！
当
館
学
芸
員
を
講

師
と
す
る
講
座
は
い
か
が
で
す
か
？
ジ
ャ
ン
ル
は
美
術
・
工

作
・
地
域
文
化
・
歴
史
・
民
俗
・
震
災
な
ど
幅
広
く
、
メ
ニ
ュ
ー

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
講
師
料
や
交
通
費
は
無
料
。
内
容

や
時
間
な
ど
は
応
相
談
。
ご
要
望
な
ど
を
お
伺
い
し
ま
す
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
美
術
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
か

ら
「出
前
授
業
に
つ
い
て
」を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

例
￥
０ 

で
楽
し
む
美
術
館 

(入
館
の
み
な
ら
無
料
)

出
前
授
業
の
ご
案
内
ー
講
師
料
は
無
料
で
す

三
陸
自
動
車
道
【
気
仙
沼
中
央
IC
】
か
ら
約
５
㎞
(
仙

台
市
か
ら
約
１
１
５
㎞
／
石
巻
市
か
ら
約
70
㎞
／
陸

前
高
田
市
か
ら
約
25
㎞
)
、
東
北
自
動
車
道
【
一
関
IC
】
か
ら
約

50
㎞
◆
無
料
駐
車
場
あ
り
(普
通
37
台
・大
型
５
台
)

東
北
新
幹
線
【
一
ノ
関
】
ー
(
大
船
渡
線
)
ー

【
気
仙
沼
】
／
東
北
新
幹
線
【
仙
台
】
ー
(
気
仙

沼
線
)
ー
【
気
仙
沼
】 ※

気
仙
沼
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
(
約
15
分

〜
)
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。※

「
タ
ク
シ
ー
割
引
券
」
と
「
常
設

展
観
覧
券
引
換
券
」
の
セ
ッ
ト
ク
ー
ポ
ン
券
が
気
仙
沼
駅
前
観

光
案
内
所
、
気
仙
沼
市
観
光
協
会
(
電
話
:
０
２
２
６‐

２
２‐

４

５
６
０
)
で
販
売
中
。※

現
在
、
気
仙
沼
線
【
前
谷
地-

気
仙

沼
】
、
大
船
渡
線
【
盛–

気
仙
沼
】
間
は
Ｂ
Ｒ
Ｔ
運
行
。
＊
仙
台‐

気
仙
沼
、
一
関‐

気
仙
沼
間
で
高
速
バ
ス
運
行
中
。

お
問

合
せ

先
／

気
仙

沼
・本

吉
地

域
広

域
行

政
事

務
組

合

〒
9

8
8

-0
1
0

4
宮

城
県

気
仙

沼
市

赤
岩

五
駄

鱈
４

３
番

地
２

T
E
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2
2
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2
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1
1
1
／

F
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X
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2
2

6
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2
-8

0
0

8

E
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a
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合
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発行／気仙沼･本吉地域広域行政事務組合
（気仙沼市赤岩五駄鱈 43-2／TEL：0226-22-9111）

けせんぬま・もとよし広域
❷・････開館 30 周年記念展のご報告

❺・・・・・貸ギャラリーのご案内

❻･･･・・リア美のシリーズ展について

❼・・・・・企画展案内／気仙沼市への移管について

❽・・・・・ご利用案内／お問合せ先

開館 30 周年記念展に出品された

ご当地パッケージクラフト※作品が

高橋和真さんから寄贈されました。

たこ天オクトパス君

さんまつくだ煮ザメ

パスタソースのホヤぼーや

ぽてとスティックモアイ

広
報

広
域

リアス･アーク

美術館 

開館時間 9：30～17：00（最終入館は～16：30）

休館日

入館料 無 料

観覧料

※フリーパス

ポートで圏域

内小･中学生、

高校生は無料

■常設展 （団体は２０名以上）

区 分 個 人 団体料金

一 般 700 円 600 円

大学･短大

専門学生
600 円 500 円

高校生 500 円 400 円

小･中学生 350 円 250 円

※常設展は 3 種ご覧になれます。

■企画展＝展覧会ごとに設定

■共催展等＝基本無料

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
開
館
日

カ
レ
ン
ダ
ー
は
こ
ち
ら

空き箱の柄や色を巧みに用いて立体物を

制作する高橋和真考案のペーパークラフト。

「パッケージ単体以外はほぼ使用しない／余さず使う」

などの制約がある。

※パッケージクラフト

毎週月・火曜日／祝日の翌日（土、日・祝日を

除く）／月曜祝日振替休館（当該週の水曜日）

／ＧＷ振替休館（5月後半）／年末年始・メン

テナンス休館（12月末～１月中旬頃）

❽広報「けせんぬま・もとよし広域」2025.6.1


